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Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

穂高会館 自然体検交流センター「せせらぎ」
文化課文化振興係　462・3090 662・3525 4662・6667

「春まちジョイントコンサート」を開催
市では、年３回行っている東京藝術大学による中学

生への楽器演奏指導事業の成果を発表する演奏会を
開催します。休日の午後のひと時、心地の良い音色に
耳を傾けてみませんか。皆さんのお越しをお待ちして
います。
●日時　２月 24 日（日）
　午後１時 15 分開演（２時間程度）
●出演　東京藝術大学音楽学部器楽科、穂高東中学校

吹奏楽部、穂高西中学校吹奏楽部
●会場　穂高会館　講堂
●入場料　無料（予約不要）、全席自由
●演奏曲目　サンライズマーチ（合同演奏）ディズニーメ

ドレー（合同演奏）ほか、各中学校吹奏楽部員による
演奏や、東京藝術大学生による演奏を予定しています。

※駐車スペースが限られてい
るため、来場の際は、乗り
合わせか、できる限り公共
の交通機関をご利用くださ
い。

ワサビの花芽の調理体験会参加者の募集
自然体検交流センター「せせらぎ」では、ワサビの花

芽の調理体験会を開催します。気軽にご参加ください。
●日時　３月 21 日（木）午前 10 時 30 分～正午
●場所　自然体検交流センター「せせらぎ」

ホール・実習室
●対象　市在住者
●持ち物　前掛け・頭きん（手ぬぐい）ビニール袋（小）
●参加費　300 円（材料費）
●定員　30 人（先着順）
●申し込み　３月 15 日（金）までに、自然体験交流

センター「せせらぎ」の窓口、または電話かファク
スで氏名、住所（区）、電話番号をお知らせください。

自然体験交流センター
「せせらぎ」

ワサビの花

第 43 回日展入選作品
「明日へ」

昨年のコンサートの様子

貞享義民記念館

碌山公園研成ホール

穂高交流学習センター・みらい 髙橋節郎記念美術館

豊科郷土博物館

豊科近代美術館

477・7550 677・7551

4682・0769

481・3111 682・0966 481・3030 682・0551

豊科郷土博物館　4672・5672

473・5638 673・6320

川端康成の書・寄贈作品展を開催
～文豪が提言した安曇野の景観づくり～

昨年、市に寄贈された川端康成の書を展示します。こ
の書は昭和 45 年、川端が旧穂高町から招かれ、井上靖、
東山魁夷とともに安曇野を訪れた際に、宿泊した松本市
の旅館に感謝の意を込めて贈ったものです。旅館の経
営者で、昨年亡くなった鳥羽節子さんの遺志により、ご
家族の手によって寄贈されました。訪問時に川端が「安
曇野の景観保護と秩序ある開発」を提言したことから

「安曇野の景観づくり」についても紹介します。
●会期　３月１日（金）～４月 16 日（火）
●会場　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　交流ギャラリー
●時間　午前９時～午後９時 30 分
●休館　木曜日　
●入場料　無料

西澤美幸絵画展
市内在住の洋画家、西澤美幸さんが描いた油彩画等

約 30 点を展示します。
●会期　３月２日（土）～ 17 日（日）
●会場　髙橋節郎記念美術館南の蔵
●休館日　３月４日（月）・11 日（月）　
●観覧料　無料（髙橋節郎展示室は有料）

第７回　友の会ボタニカルアート展　開催
ボタニカルアートとは、写真の技術がまだなかった

大航海時代にヨーロッパで生まれた、植物の姿を正確
に描く細密画です。豊科郷土博物館でボタニカルアー
トを学ぶ博物館友の会植物画部が１年間研さんした
成果を発表します。植物図鑑で見られるような細密な
ボタニカルアートをご覧ください。
●会期　３月６日（水）～ 24 日（日）
●会場　豊科郷土博物館　１階展示室
●時間　午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）
●入館料　大人　100 円
　20 人以上の団体は 80 円
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

友の会絵画部作品展
友の会絵画部員による作品展を開催します。本年度

に制作した水彩・アクリル・油彩等の作品を展示しま
す。
●会期　３月９日（土）～ 24 日（日）
●会場　豊科近代美術館２階
●観覧料　無料（常設展は有料）
●開館時間　午前９時～午後５時
※入場は午後４時 30 分まで、
※最終日は午後３時まで
●休館日　３月 11 日（月）・18 日（月）・21 日（木）

第 10 回 ｢三郷美術会｣ 小品展
三郷美術会会員 27 人による小品展を開催します。

題材・表現方法とも多様で、個性豊かな作品を観賞く
ださい。
●期間　３月５日（火）～ 31 日（日）（８日間）
●時間　午前９時～午後５時
※最終日は午後３時まで
●場所　１階企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

美術講座『彫塑制作Ⅲ』
　人物の全身像を制作する上級者向けの講座です。
●日時　３月 16 日（土）～ 24 日（日）

午前９時～午後５時　　※ 21 日は休館日
●講師　二木福治さん
●受講料　7000 円（モデル代含む）
●定員　10 人
●場所　碌山公園研成ホール　研修室Ⅱ
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後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　対＝対象者　申＝申し込み　問＝問い合わせ

名称 内容 日時・場所 定員
費用

申し込み
問い合わせ

第 10回
春の輝きコンサート

安曇野の中学生と高校生の吹奏楽の合同演奏
会です。各学校の発表に加え、出演校全員で

「ロマネスク」ほかを合同演奏します。

日：３月９日（土）
開演午後 1 時

場：豊科公民館ホール
料：無料 問：豊科高校　武井さん

（472・2151）

第 11回安曇野アート
ラインシンポジウム
「旅する表現者」開催

名誉市民で写真家の田淵行男、彫刻家の荻原
守衛（碌山）、探検家の西丸震哉等について
各館の専門家たちが意見を交わしますので、
お出掛けください。
コーディネーター　山根宏文さん（松本大学
総合経営学部　観光ホスピタリティ学科教
授）パネリスト　杉原保幸さん（西丸震哉記
念館館長　白馬自然科学研究所所長）財津達
弥さん（田淵行男記念館副館長　公益財団法
人安曇野文化財団学芸主幹）武井敏さん（碌
山美術館学芸員）

日：２月 24 日（日）
午後１時 30 分～午後
４時

場：松川村多目的交流セ
ンターすずの音ホール

定：150人
料：無料

問：碌山美術館
（482・2094）


